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新聞雑誌発生事情
圏内海
閣官著

明治純新による欧化の抽出に

のって現れたあまたの新聞・－

維総の
浮ぢ沈み－P『多くの秘

路・泡緒、多彩な
段戦人物で

箔く。花開く政鈴、
ロ憾の到

底・平協明、注目の新
験終とし

ての新
聞記者、
続者
手勲狂さ

せ
る続きものなど、
現代のマ

スコミのさきがけとなったド

ラマが生き生きと風聞され

る。
（角川
市刊店・
八八O円）
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韓国社会を

み
つ
め
て

、

－m田
勝弘著

共同通悩のソウル
特夜以と

して活路中の錦国泌がまとめ

た
目録の文化・生活
比鮫徐的

なエッセー。
延也大竿での開国

営留学時代も含めて、肌で感

じた錦国人の思考と行動様

式、社会と政治の風土を、鋭

い
餓四日の目でとらえている。

白磁は、副題通り「似て非な

るもの」だが、その
思園田さを

みごとに浮き彫りにしてい

『也。（亙紀巾川町出・一
三OO円）
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ソ
連
の
言
説
と
行
動

’E 
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大山
芳雄市咽

大綿航空機務自由明件は、ソ

迎がまmとして白を
烈卓義

する邸であることそ、改めて

思い知らせてくれた。本窃は

「北方側主」をロシ
ア回有の

領主
と窃き改めたソ迎の
歴史

＠について、それが
引用する

唱司「・
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「
毛
沢
東
思
想」
や
文

化
大
革
命へ
の
思
想
的・

イ
デ
オ
ロ
ギー
的
な
共
感

の
窃
と
し
て
の
中
国
は、

う
た
か
た
の
よ
うに
消
失

し
た。
だ
が、
巨
大
な
中

国
が
社
会
主
哀
を
タ
テマ

エ
と
す
る
中
華
人
民
共
和

国
と
し
て
存
在
し
て
い
る

こ
と
に
は
変
わ
り
が
な

い。
だ
と
すれ
ば、
そ
の

よ
う
な
中
国
社
会
の
実
態

を
え
ぐ
り、
徹
底
的に
錨

き
出
す
こ
と
を
ぬ
きに
し

て、
中
国
を
お
る
こ
と
が

で
きよ
う
か。

中国社会の実態をえぐる

欝盤麟額調

こ
の
よ
う
な
思
い
が、

本
容
を
享え
て
い
る一
貫

し
た
ラ
イ
ト・
モ
チ
ー
フ

で
あ
る。
持
者
は
こ
の
狙

い
を
突に
見
事
に
成
功
さ

せ
て
い
る
が、
そ
れ
は
著

者
が
若
き
自
にハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
ジョ
ン・
K－

フェ
アパ
ン
ク
教
授
の
球

陶
を
受
け、
革
命
後
の
北

京
で
忌
初
の
ア
メ
リ
カ
人

特
派
員に
な
ろ
う
と
し
た

持
続
的
な
窓
志
に
よっ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る。
こ
の
窓
際
で
著
者

F ·バターフィールド著

は、
同
じ
フェ
アパ
ン
ク

門
下
の
ア
メ
リ
カ
の
著
名

な
ヲ
ャ
1
ナ
リ
ス
ト、
セ

オ
ド
ア・
ホ
ワ
イ
ト
記
者

の
ヲュ
ニ
ア
版
だ
と
もい

え
よ
う。

若
き
日
に
革
命
中
国
に

理
想
と
希
望
を
託
し
た
著

者
が
二
年
間の
北
京
別仰
を

ハ
『ニュ
ー
ヨ
ー
ク・
タ

イ
ム
ズ』
北
京
支
店
長〉

で
得
た
も
の
は、
「刷刊
察

国
家
と
し
て
の
中
国」
の

知
ら
れ
ざ
る
内
面
で
あっ

た。
中
国
に
は
官
剛出版
の

中
国
と
隠
さ
れ
た
中
国
と

い
う
「二
つ
の
中
国
が
あ

る」
こ
と
を
身
を
もっ
て

知
ら
さ
れ
た
著
者
は、
北

京
の
日
常
生
活
中
の
図
縫

や
不
条
理
や
策
略、
つ
ま

り
中
国
人
が
「生
き
延
び

る
た
め
の
知
市山」
に
大
き

く
光
を
当
て
て
い
る。
外

国
人へ
の
箆
視
の
厳
し

さ、
身
分
社
会・
裏口
社

会
の
尖
初、
＋冗
官甘
い剛
体

験、
「
は
て
は
性
交
す
ら

も、
い
ろい
ろ
な
点
で
共

産
党の
命
令
に
照
さ
ね
ば

な
ら
な
い」
現
尖
を、
官

僚
主
袋、
中
国
版
強
制
収

容
所
の
実
怒
と
と
もに
活

写
し、
ま
た
ヲャ
1
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
体
験
し
た
中

国
の
的
綴・
コ
ミュ
ニ
ケ

ー
ショ
ン
構
造の
路
部
を

も
記
述
し
て
い
る。
し
か

も
そ
の
中
国
は
当
分、
今

日
の
よ
う
な
郎
小
平
主
導

m一
の
社
会
で
あ
り
つ
づ
け

る
だ
ろ
う
と
葬
者
も
展
望

し
て
い
る
が
ゆ
え
に、
中

国
の
将
来
に
は
叙
い
が
な

い
の
か
も
し
れ
な
い。

昨
年、
全
米
図
有門
口
を

受
口
し
て
諮
問岨
を
集
め
た

大
冊
の
本
容
が、
佐
脱
出

一
氏
とい
う
中
国
泌のベ

テ
ラ
ン
蹴
出品
ヌ
の
手
に
よ

っ
て
い
ち
は
や
く
刊
行
さ

れ
た
こ
と
を
忍
び
た
い
と

思
う。
H
佐
藤
記一
双

ハ
帥町
沼
通
ω
社・
各一

六
O
O
円〉

東
京
外
大
波
授中柏崎

高
樹

の
ぷ子
著

さ
き
の
芥
川
賞候
補に・一
っ

た
「追
い
風」
を
ふ
く
む
短
編

集
で、
三
編
を
収
め
て
い
る
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が、
一
筋
貫い
て
い
る
も
の
が

あ
る。
そ
れ
は、
作
者
の
「あ

と
が
き」
の
次
の一
節
に
明
ら

か
だ
ろ
う。
「
友
情
や
信
頼、

無
償
然
払
の
行
為
といっ
た、

人
間の
美
賀
が
も
た
ら
す
抗い

今
井

一
男
著

昭
和二
十
二
年
の
「ニ・
一

ス
ト」
の
前
後
の
こ
と
で
あ

る。
次官
会
活
の
メ
ンバ
ー
が

「
総
理
の
政
治
力
に
よ
り
社
会

党
を
抱
き
こ
み
述
立
内
閣
を
つ

く
れ」
と
吉
田
首
相
の
決
起
を

促
し
た。
述
立
工
作に
失
敗
し

た
吉
田
は
二・
一
ス
ト
に
関
し

て
事
前
に
マ
ッ
力
！
サ
！
と
の

問
に
話
を
つ
け
て
い
た
の
で、

ス
ト
直
前に
閣
僚
が
焔
首
協
議

を
し
て
い
て
も
キ
チ
ン
と
大
滋

の
自
宅
に
刈っ
て
し
ま
う。
ス

ト
中
止
命
令
の
直
後、
吉
田
は

不
祥
事
件の
白
任
を
とっ
て
各

が
た
い
力」
を、
作
品品川

実
現
し
た
い、
と。

た
だ
し、
作
者
は、
羽

い
う
険
し
い
時
代
に
あ『

複
雑ド

あ
が
く
よ
う
に
し
て
い守

男
女の
獲
を
中
心
に
提』

で
あ
る。
そ
し
て、
そ市

の
結
び
つ
き
の
う
ちに、

く
飽
く
も
の
を、
さP

す。
同
時
に、
こ
の
央・

く
も
の
が、
か
えっ
て一

省
次
官
の
辞
織
を
要
求・

大
磁
省
で
は
大
平
正一万一

池
田
勇
ん
局
長
に
「
も・

が
次
官
に
なっ
た
ら、一

と
vつ

来
段
恋
の
大
蔵
次
官
に

思い
と
ど
まっ
た
が
い

直
言
し
た。

こ
の
よ
う
な
秘
活
を

者
は、
戦
後、
大
蔵省

貯詰
局
長
と
給
与
局長

た。
本
京聞
は
著
者が「

右肩
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